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審 査 規 程 

 

 

第１章  総  則 

 

（趣  旨） 

第 １ 条 この規程は、公益財団法人全日本弓道連盟（以下「全弓連」という）定款第４３

条に定める加盟団体（以下「地連」という）の会員（以下「会員」という）に対する称

号の授与及び段級の認許ならびにこれらの公正な審査に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

２ 外国人については別に定める。 

 

（品位の保持） 

第 ２ 条 称号又は段・級位の受有者は、弓道人にふさわしい品位を保つよう努めなければ

ならない。 

２ 称号又は段・級位の受有者にしてその品位を汚辱する行為又は本連盟結成の本旨に

もとる行為があると認められる場合は、理事会の議決により称号又は段・級位を返上さ

せ、又は剥奪することがある。 

 

 

第２章  称   号 

 

（称号の授与） 

第 ３ 条 称号は、研鑚練磨の実力を備え、且つ功績顕著な会員に対し査定の上授与し、も

ってその名誉を表彰するものとする。 

２ 称号の授与は、証書によるものとする。 

３ 称号者は、弓道の指導者であり、審査委員、審判委員となりうる者であり、弓道普及

者であることを深く認識し、研鑽に努めなければならない。 

 

（称号の階程） 

第 ４ 条 称号は、範士・教士・錬士の３階程とする。 

 

（称号を受ける資格） 

第 ５ 条 称号を受ける資格は、次に掲げるとおりとする。 

範士 

(1) 徳操高潔、技能円熟、識見高邁であって特に弓界の模範であること 

(2) 教士の称号を受有すること 

教士 
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(1) 人格、技能、識見、共に備わり、弓道指導に必要な学識、教養及び実力を有し、且

つ功績顕著であること 

(2) 錬士の称号を受有すること 

錬士 

(1) 志操堅実であって弓道指導の実力を有し、且つ精錬の功顕著であること 

(2) 五段以上の段位を受有すること 

 

 

第３章 段 ・ 級  位 

 

（段・級位の認許） 

第 ６ 条 段・級位は、審査により弓道修練者に認許し、その研鑚練磨の実力を評価し、も

って斯道の奨励振興に資するものとする。 

２ 段・級位の認許は、証書によるものとする 

 

（段・級位の階位） 

第 ７ 条 段位は十段から初段までの１０段階、級位は一級から五級までの５段階とする。 

 

（段・級位の資格基準） 

第 ８ 条 段・級位を受ける資格の基準は、次に掲げるとおりとする。 

十段 

九段 弓道の真体に透徹した者 

八段 技能円熟、射品高雅、射芸の妙を体得した者 

七段 射形・射術・体配自から備わり、射品高く、錬達の域に達した者 

六段 射形・射術・体配共に優秀にして射品高く、精錬の功顕著な者 

五段 射形・射術・体配共に法に適って射品現われ、精励の功特に認められる者 

四段 射形定まり、体配落着き、気息正しく、射術の運用法に適い、離れ鋭く、的中確実

の域に達した者 

参段 射形定まり、体配落着き、気息整って、射術の運用法に従い、矢飛び直く、的中や

や確実な者 

弐段 射型・体配共に整い、射術の運用に気力充実し、矢所の乱れぬ者 

初段 射型・体配型に適って、矢所の乱れぬ程度に達した者 

一級 射型・体配概ね正しいものと認められる者 

二級 修練の程度三級に比して著しく進歩を認められる者 

三級 射の基本動作及び弓矢の扱い方がやや整い、秩序ある指導の下に修練を経たと認

められる者 

四級 秩序ある指導を受けており、弓矢の扱い方に進歩があると認められる者 

五級 弓道修練の初歩的階層にある者 



3 

 

第４章  審 査 会 

 

（審査会の種別） 

第 ９ 条 審査会は全弓連が主催し、種別は、中央審査会、外国審査会、連合審査会及び地

方審査会とする。 

２ 全弓連は連合会及び地連と審査委託契約を結び、審査を主管させる。 

 

（中央審査会） 

第１０条 中央審査会は、次に定めるところにより全弓連が行う。業務の一部を主管地連に

委託する。 

(1) 定期中央審査会 

毎年定期に京都市、仙台市、福岡市、東京都、名古屋市の 5 ケ所において各 1 回行う 

教士の査定ならびに八段から六段までの段位の審査をする 

(2) 臨時中央審査会 

前号に定めるもののほか随時、臨時に行うものとし、錬士の査定ならびに七段及び六

段の段位の審査をする。特別に必要がある場合は五段以下の審査も併せて行うこと

ができる。 

なお、教士の査定及び八段の段位の審査を併せて行う場合がある 

(3) 錬士臨時中央審査会 

前２項に定めるもののほか、錬士の審査会を行うことができる 

 

（外国審査会） 

第１１条 外国審査会は、次に定めるところにより行う。 

(1) 全弓連が必要の都度随時行うものとし、錬士の査定及び六段以下の段・級位の審査

を行うことができる 

(2) その他、必要な事項は、別に定める 

 

（連合審査会） 

第１２条 連合審査会は、次に定めるところにより行う。 

(1) 連合会あるいは３以上の地連が連合して主管し、随時行うものとし、五段以下の審

査をする 

(2) その他必要な事項は、別に定める 

 

（地方審査会） 

第１３条 地方審査会は、次に定めるところにより行う。 

(1) 地連が主管して毎年２回以上行うものとし、四段以下の審査をする 

(2) その他必要な事項は、別に定める 
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第５章  審査委員 

 

（審査委員資格の授与） 

第１４条 審査委員資格は、全弓連が行う審査委員資格認定制度により資格審査に合格し

た者に会長が与える。 

２ 前項の審査委員資格認定制度については、別に定める。 

 

（審査委員の委嘱） 

第１５条 審査委員には、次の各号に従い審査委員資格を有する者を委嘱する。 

(1) 中央審査会 

(ⅰ)１射場あたり行射審査委員は５名、学科審査委員１名以上とし、また別に論文審

査委員１名を、会長が委嘱する 

(ⅱ)審査委員長には会長又は会長が指名した者が当る 

(2) 外国審査会 

(ⅰ)審査委員は５名、学科審査委員１名以上とし、会長が委嘱する。ただし、当分の

間、行射審査委員は３名とすることができる 

(ⅱ)審査委員長には会長又は会長が指名した者が当る 

(3) 連合審査会 

(ⅰ)１射場あたり行射審査委員は５名、学科審査委員は１名以上とし、連合会長が委

嘱する 

(ⅱ)審査委員長には主管する連合会長または連合会長が指名した者が当る 

(4) 地方審査会 

(ⅰ)１射場あたり行射審査委員は５名、学科審査委員は１名以上とし、地連会長が委

嘱する。ただし、離島など特殊な事情がある地連においては、会長の了解を得て、

行射審査委員は３名とすることができる。 

(ⅱ)審査委員長には地連会長又は地連会長が指名した者が当る 

２ 前項の委嘱を受けた者は誓約書を提出する。 

３ 審査委員は、前項の誓約書に違反した場合、審査委員資格を停止されることがある。 

 

（審査委員の職務） 

第１６条 審査委員は、次の職務を分担する。 

(1) 審査委員長は、審査会を統括し、審査結果について最終的な責任を有する 

(2) 行射審査委員は、行射の審査を行う 

(3) 学科審査委員は、学科審査の監督ならびに採点を行う 

(4) 行射審査委員および学科審査委員は、面接審査委員として指導力の査定及び面接審

査を行う 

(5) 論文審査委員は論文の審査を行う 

 



5 

 

第６章  称号の査定 

 

（範士の選考） 

第１７条 範士は、審議会の選考による。 

 

（教士の査定） 

第１８条 教士の査定は、行射、指導力及び論文の総合成績により合否を決定する。 

２ 審査の方法は、次のとおりとする。 

(1) 行 射 行射の熟練度を査定する。第一次審査の通過者について、第二次審査を行

う 

(2) 面 接 行射の第一次審査の通過者について、指導に必要な識見、教養及び実力を

査定する 

(3) 論 文 行射及び指導力の審査の結果に基づいて選定した候補者に対し、弓道の

理解度・考察力を示す指定問題の論文を査定する。 

 

（錬士の査定） 

第１９条 錬士の査定は、行射、面接及び学科の総合成績により合否を決定する。 

２ 審査の方法は、次のとおりとする。 

(1) 行 射 行射の練達度を査定する。第一次審査の通過者について、第二次審査を行

う 

(2) 面 接 行射の第一次審査の通過者について人物、識見及び指導力を査定する 

(3) 学 科 弓道の理解度を査定する 

 

 

第７章  段・級位の審査及び選考 

 

（九段以上の選考） 

第２０条 九段以上の段位は、審議会の選考による。 

 

（八段以下の段・級位の審査） 

第２１条 八段以下の段・級位の審査の方法は、次のとおりとする。 

(1) 八段・七段の段位は、行射の審査及び論文の総合成績により合否を決定する 

①行 射 行射の熟練度を査定する。第一次審査の通過者について、第二次審査を  

行う 

②論 文 行射の審査の結果に基づいて選定した候補者に対し、弓道の理解度考 

察力を示す指定問題の論文を査定する 

(2) 六段より初段の段位は、行射の審査及び学科試験の総合成績により合否を決定する 

(3) 級位は、行射の審査の成績に応じて、一級より五級を与える 
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(4) 「無指定」として受審した場合、行射の審査の成績及び学科試験の総合成績により、

初段又は級位を与える。ただし、初段は学科試験の合格を必要とする。 

２ 五段以下の行射審査の統一基準については別途定める。 

 

（昇段の原則） 

第２２条 段位は、初段より一段階ずつ昇進させる。 

２ 級位は、段階を追わず、飛級を認める。 

 

 

第８章  受審資格 

 

（受審資格） 

第２３条 教士及び錬士の査定ならびに段位の審査は、次の各号の資格を有する者を対象

とする。 

(1) 教士の査定 

錬士取得後２年、且つ六段取得後１年を経過した者 

(2) 錬士の査定 

五段取得後１年を経過した者 

(3) 段位の審査 

現有の段位取得後、五段以下については５カ月を経過した者、六段以上は 1 年を経

過した者 

(4)中央審査会及び外国審査会における受審資格は実施要項にその都度明記するものと

する 

２ 受審資格は前項の規定に係らず、審査の時期により、その経過期間を短縮し要項に

明記し実施する場合がある。 

 

 

第９章  審査の手続 

 

（審査の申込手続） 

第２４条 受審者は、該当する審査会実施要項の定めるところにより申し込む。 

２ 受審者は、様式第２号または第３号の審査申込書に該当事項を記載し、審査料を添え

て、地連会長に提出する。 

３ 地連会長は、申込書の記載内容を確認し、以下の審査会については、審査料を添えて

審査申込書を提出する。 

中央審査会および外国審査会は全弓連事務局に、連合審査会は連合会又は主管地連事

務局に申し込む。 
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（審査結果の処理） 

第２５条 審査結果の処理は、次のとおりとする。 

１ 中央審査会 

(1) 合否は、即日発表するか、又は後日速やかに所属の地連会長に通知する 

錬士及び六段は即日発表し、教士、八段及び七段については即日候補者を発表し、論

文課題を与える 

(2) 合格者は、別表１に定める登録料を所属地連会長に納入する。又、錬士に合格した

者は履歴書及び写真を併せて提出する 

(3) 地連会長は、合格者の登録料を、また錬士合格者の場合は関係書類を添えて本連盟

に提出する 

２ 外国審査会 

(1) 合否は、即日発表するか、又は後日速やかに所属団体の長に通知する。 

(2) 合格者は、別表１に定める登録料を本連盟に納入する 

３ 連合審査会・地方審査会 

(1) 合否は、即日発表する 

(2) 合格者は、別表１に定める登録料を主管した連合会長又は地連会長に納入する 

(3) 審査会を主管した連合会長あるいは地連会長は、審査決了後、速やかに審査報告書

及び登録料を本連盟に送付する 

 

（審査結果の公表） 

第２６条 合格者の氏名は、全弓連発行月刊『弓道』に掲載する。 

２ 連合審査会及び地方審査会における審査結果について、不合格者から問合せがあっ

たときは、次の項目について審査委員長が文書で開示することができる。 

(1) 行射審査の得票 

(2) 学科審査の得点 

 

（異議申立） 

第２７条 中央審査会の受審者は、自己の審査結果について異議申立をすることができる。 

２ 異議申立は、審査終了後一週間以内に書面を以て審議会に対して行う。 

 

 

第１０章  雑     則 

 

第２８条 審査会における服装は、教士、錬士及び五段以上については和服とする。その他

については原則として弓道衣とする。 

２ 審査会において受付時間に遅刻、又は呼出しに応じなかった者は棄権と見なす。棄

権した者には審査料の返還はしない。 

３ 学科試験で不正行為があった時は、その場で受審を停止し、当該試験は不合格とす
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るとともに、以降の受審が制限されることがある。 

 

 

第１１章 補     則 

 

第２９条 

１ 審査委員資格の授与について、審査委員資格認定制度が確立するまでの間の審査委

員の認定は、従前の方法による。 

２ この規程の施行について必要な事項は、会長が理事会に諮り定める。 

 

 

 

附     則 

 

  １．この規程は、昭和２８年９月２５日制定 

  ２．この規程は、昭和２９年５月２日改正 

          （段級審査規程改正・施行細則制定） 

  ３．この規程は、昭和３１年５月２日改正（審査料・登録料改定） 

  ４．この規程は、昭和３１年８月２５日改正 

          （称号段級審査規程の取扱いについて改正） 

  ５．この規程は、昭和３６年２月１４日改正（称号段級審議会規程制定） 

  ６．この規程は、昭和３６年７月２８日改正（推薦についての扱い方制定） 

  ７．この規程は、昭和４１年４月１日改正（審査料・登録料改定） 

  ８．この規程は、昭和４４年４月１日改正（審査料・登録料改定） 

  ９．この規程は、昭和４７年１月１日改正（称号段位推薦選考基準制定） 

 １０．この規程は、昭和４９年４月１日改正（審査料・登録料改定） 

 １１．この規程は、昭和５０年１月１日改正（審査規程第１５条改正） 

 １２．この規程は、昭和５２年４月１日改正（審査料・登録料改定） 

 １３．この規程は、昭和５３年５月２日改正（追授の選考基準制定） 

 １４．この規程は、昭和５８年１月２８日改正（審査料・登録料改定） 

 １５．この規程は、昭和６０年２月１３日改正（施行細則改正） 

 １６．この規程は、昭和６０年５月３日改正（審査料・登録料改定） 

 １７．この規程は、昭和６２年４月１日改正（審査規程全文改正） 

 １８．この規程は、平成５年４月１日改正 

          （審査規程・施行内規改正、審査料・登録料改定） 

 １９．この規程は、平成１０年４月１日改正（審査規程・施行内規改正） 

 ２０．この規程は、平成２３年２月４日改正（団体名称、定期審査会場地） 

 ２１．この規程は、平成２３年１１月１日改正（団体名称） 
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 ２２．この規程は、平成２４年５月２４日改正（審議会ならびに推薦に関する規定を削除） 

２３．この規程は、平成２６年１１月２７日改正、平成２７年４月１日試行 

（審査規程、推薦規程、称号・段位審議会規程区分化） 

 ２４．この規程は、平成２８年４月１日よりさらに 1 年間試行 

 ２５．この規程は、平成２９年４月１日改定・施行 
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審査規程内規 

 

 

（趣旨） 

第 １ 条 この内規は、審査規程（以下「規程」という）第２９条２項の規定により称号・

段位の選考ならびに審査の施行に関する取扱の内規を定めるものとする。 

 

(審査会の運営） 

第 ２ 条 審査会の運営は以下のとおりとするが、事務要領については、別に通知する「中

央審査事務要領」に準じることとする。 

(1) 中央審査では、審査進行表を当該地連会長あて通知する 

(2) 近的５人立ち、坐射を原則とし、直径３６㎝霞的を使用する。行射は、別表２の要

領による 

(3) 立札は１番から５番までを置くことを基本とし、二次審査の持的射礼では１番のみ

を置き、一つ的射礼では置かないこととする。 

(4) 運営係は、受付、進行、招集、的前、集計の各係のほか、審査会の規模に応じて 必

要な係を置く 

 

（審査委員の公表） 

第 ３ 条 審査委員は審査当日開会式で紹介するほか、「中央審査」については事後「弓道

誌」に氏名を公表する。 

 

（審査委員の服装） 

第 ４ 条 審査委員の服装は、和服又は洋服とし、洋服については、上着及びネクタイを着

用する。女子はこれに準ずる。 

 

（教士の審査） 

第 ５ 条 規程第１８条の規定による教士の査定に係る行射の審査については、第一次審

査において過半数の得票者について第二次審査を行い、通算八割以上の得票があった

ものを通過者とする。 

２ 前項の第二次審査は原則として「一つ的射礼」を行う。 

３ 指導力の査定については、甲（８０点以上）、乙（６０点以上８０点未満）、丙（４０

点以上６０点未満）、丁（４０点未満）の４段階にし、甲・乙は合格、丙は行射におけ

る第一次・第二次の通算得票より１票を減じ、丁は不合格とする。 

４ 論文は、自筆で４００字詰原稿用紙５枚以上とし、審査後１５日以内に提出するもの

とし、６０点以上を合格とする。 
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（錬士の審査） 

第 ６ 条 規程第１９条の規定による錬士の査定に係る行射の審査については、第一次審

査において過半数の得票者について第二次審査を行い、その得票が過半数で第一次と

の通算七割以上の得票があったものを通過者とする。 

２ 前項の第二次審査は原則として「持的射礼」を行う。 

３ 面接の査定については、甲（８０点以上）、乙（６０点以上８０点未満）、丙（４０点

以上６０点未満）、丁（４０点未満）の４段階にし、甲・乙は合格、丙は行射における

第一次・第二次の通算得票より１票を減じ、丁は不合格とする。 

４ 学科は、６０点以上を合格とする。 

 

（段・級位の審査の得票） 

第 ７ 条 規程第２１条の規定による段・級位の審査については、次の各号に定めるところ

による。 

(1) 八段の段位の行射の審査については、内規第５条に定める教士の査定の場合と同様

とする。ただし、第二次審査で所定の得票がなかった者は、事後１年間に限り第一次

審査を経ず、第二次審査を受審することができる 

(2) 前号ただし書の場合において、第二次審査の得票が第一次審査の得票より多かった

場合は、次の審査においてはその得票数を以て第一次の得票数と見なすことができ

る 

(3) 七段の段位の行射の審査については、二次審査は原則として「一つ的射礼」を行い、

得票については前条に定める錬士の査定の場合と同様とする。ただし、第二次審査で

所定の得票がなかった者は、事後 1 年間以内に、定期中央審査において 1 回限り第

一次審査を経ずに第二次審査を受審することができる 

(4) 六段及び五段の段位は、行射において７割以上の得票があり、学科が６０点以上の

者を合格とする 

(5) 四段以下の段位は、行射において５割以上の得票があり、学科が６０点以上の者を

合格とする 

(6) 級位は、行射の審査において５割以上の得票があった者を合格とする 

(7) 無指定の者は、行射の審査において多数の得票のあった段・級位を認定する 

２ 学科試験の問題は、全弓連が作成する 

 

（審査委員による協議） 

第 ８ 条 審査委員長は、第５条から第７条の規定による得票数に検討の必要があるとき

は、規程第１６条１号に基づき、審査委員と協議することができる 

２ 複数射場がある場合は、行射審査委員の中から委員長代理を委嘱することができる 

 

 

（得票率の計算） 
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第 ９ 条 第５条から第７条までに規定する得票率の計算については、四捨五入の方法に

よる。 

 

（審査関係資料の保存期間） 

第１０条 各審査会主管団体は、処務規程により審査関係書類を保存する。 

 

（審査結果の公表） 

第１１条 規程第２６条２項に定める審査結果の公表は次の要領による。 

(1) 問い合わせの混乱を避けるため、対象を不合格者とし、本人の申請により学校顧問

又は各地区協会代表者が問合せ内容を取りまとめ、7 日以内に書面で提出する 

(2) 審査委員長は、学校顧問又は各地区協会代表者に書面で開示する 

 

（証書の日付等） 

第１２条 称号、段・級位の証書の日付及び授与者は次のとおりとする。 

(1) 審査に係るものの日付は、当該審査会の施行の日とする 

(2) 授与者名は、すべて「公益財団法人全日本弓道連盟」とする 

２ 証書の様式は、様式第１号のとおりとする。 

 

（書類の様式） 

第１３条 この規程に定める書類の様式は次のとおりとする。 

様式第１号 称号・段級証書 規程第３条２項、第６条２項 

様式第２号 審査申込書(称号・六段以上用） 規程第２４条２項 

様式第３号 審査申込書（五段以下用） 規程第２４条２項 

様式第４号 審査結果通知書（地連会長あて） 規程第２５条１項、２項 

様式第５号 称号・段位決定通知（地連会長あて） 規程第２５条１項、２項 

様式第６号 審査報告書（本連盟会長あて） 規程第２５条３項 

様式第７号 履歴書 規程第２５条１項２号 

様式第８号 認許証再交付（揮毫）申請書 

様式第９号 審査委員委嘱状 規程第１５条２項 

様式第１０号 審査委員誓約書 規程第１５条２項 

様式第１１号 審査結果開示申請書 内規第１１条１号 

 

（施行期日） 

附     則 

１ この内規は平成 27 年 4 月 1 日より試行する 

２ この内規は平成 28 年 4 月 1 日よりさらに 1 年間試行する 

３ この内規は平成 29 年 4 月 1 日より施行する 
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別表 

審査料・登録料 

平成 ５ 年４月１日 施行 

平成２６年４月１日 改正 

平成２７年４月１日 改正 

平成２８年４月１日 改正 

 

（注）１ 昇段昇級及び昇格に係わる証書は、全て本連盟で作成の上交付する。 

２ 地方審査及び連合審査を実施した団体は、段位登録料の８０％及び級位証書の 

交付料（1 名につき 100 円）を本連盟に収める。 

３ 証書の再交付料は、段位１，０３０円・称号２，０５０円（荷造料・送料を含む） 

とする。ただし、範士号及び八段以上の段位の再交付料は、筆耕料実費とする。 

４ 追授する場合は、登録料を免除する。 

 

 

 

 

 

 

段位　称号 審査料 登録料 推薦による登録料 備考

無指定 １,０３０
認定された段級位の
登録料額

―

級位 　　１,０３０ １,０３０ ―

初段 ２,０５０ ３,１００ ２０,５００

弐段 ３,１００ ４,１００ ２０,５００

参段 ４,１００ ５,１００ ２０,５００

四段 ５,１００ ６,２００ ２０,５００

五段 ６,２００ １０,３００ ６２,０００

六段 ７,２００ ３０,９００ １０３,０００

七段 ８,２００ ５１,０００ １５５,０００

八段 １０，３００ ７２,０００ １８５,０００

錬士 ６,２００ ４１,０００ １０３,０００

教士 ９,３００ ６２,０００ １８５,０００

九段 ― ― ２６０,０００

十段 ― ― ―

範士 ― ― ２６０,０００
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別表２

１番 ２番 ３番 ４番 ５番

甲
矢

間をおかず行射する。 １番の「胴造り」の終

わる頃立つ。

１番の弦音で取懸け、
打起し行射する。

１番の弦音で立つ。

２番の弦音で取懸け、
打起し行射する。

２番の弦音で立つ。

３番の弦音で取懸け、
打起し行射する。

３番の弦音で立つ。

４番の弦音で取懸け、
打起し行射する。

乙
矢

４番の弦音で弓を立て
矢を番えて待つ。

５番の弦音で立ち、間
をおかず行射する。

４番の弦音で弓を立て
矢を番えて待つ。

１番の「胴造り」の終
わる頃立つ。

１番の弦音で取懸け、

打起し行射する。

４番の弦音で弓を立て
矢を番えて待つ。

１番の弦音で立つ。

２番の弦音で取懸け、

打起し行射する。

５番の弦音で弓を立て
矢を番えて待つ。

２番の弦音で立つ。

３番の弦音で取懸け、

打起し行射する。

射終われば直ちに弓を
立て矢を番えて待つ。

３番の弦音で立つ。

４番の弦音で取懸け、

打起し行射する。

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

立射と坐射で動作が違う場合は、立射の射手は坐射の射手の動作に合せること。要領は
「弓礼・弓法問答集改訂版（平成28年4月1日施行）巻末『立射の作法』」を参照するこ
と。

審査における行射の注意事項（和服着用、5人立ちの場合）

次の控えは、５番の甲矢の弦音で入場し、以下（注）２に準ずる。５番の弦音で立ち、最
後の射手が後退するとき射位に進む。

行射の前後動作が殊更に間延びしないようにする。

立射と坐射で動作が違う場合は、立射の射手は坐射の射手の動作に合せること。要領は
「弓礼・弓法問答集改訂版（平成28年4月1日施行）巻末『立射の作法』」を参照するこ
と。

審査における行射の注意事項（弓道衣着用、5人立ちの場合）

射場への入退場にあたっては、必ず上座に意を注ぎ、順次礼（揖）をする。

本座に進み、跪坐し、揃って揖を行い、射位に進む。

射位で跪坐し、脇正面に向きを変え、弓を立て矢を番えて待つ。

射終わったら１番より順次退場する。

審査における行射の要領（５人立ちの場合：弓道衣着用、和服着用共通）

次の控えは、３番の乙矢の弦音で入場し、本座に進み跪坐し、５番の弦音で揃って揖を行
い、最後の射手が後退するとき射位に進む。

行射の前後動作が殊更に間延びしないようにする。

射位で跪坐し、脇正面に向きを変え、弓を立て矢を番えて待つ。

射終わったら１番より順次退場する。

射場への入退場にあたっては、必ず上座に意を注ぎ、順次礼（揖）をする。

本座に進み、跪坐し、揃って揖を行い、脇正面に向きを変え、男子は肌ぬぎ、女子は襷さ
ばきを行う。的正面に向きを変え、射位に進む。
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様式第１号 称号・段級証書

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段
級
証
書

公

益

財

団

法

人

全
日
本
弓
道
連
盟

 
 
 
年
　
月
　
日

　
頭
書
の
段
位
を

　
　
 
弓
道
　
段

　
　
氏
　
名

　
認
許
す
る

公

益

財

団

法

人

全
日
本
弓
道
連
盟

称
号
証
書

　
　
氏
　
名

弓
道
　
士
の
称
号
を

授
与
す
る

 
 
 
年
　
月
　
日
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様式第２号 審査申込書(称号・六段以上用) 

 

 

 

 

公益財団法人全日本弓道連盟　会長　殿 申込日 平成 年 月 日

(姓) (名)

〒 － 自宅電話／携帯電話 （ ） －

月 月

（ ）

　　　　　　　　　で弓道を始める

現在（　　　　　　　）に所属

（　　　　　　　）師範に師事 月 月

初段 五段

弐段 六段

参段

四段

指導者等の資格（他競技の資格含）

立番 2013.1.18

受付３(全弓連)

注

審査名称

年　　月

氏　　名

会員ＩＤ

審査申込書 （称号・六段以上用）

受審者連絡欄

（立射など） ※朱書きのこと

受付１ 受付２

年　　月

年　　月

会長名

休会の期間：事由(　　　　　　　　　　　　)の為　　　　　年　　月から　　　　　年　　月まで休会

地連名

㊞

㊞

受審する
審査種別

元号 内容月

・受審者は太線枠内の事項について記載のこと。
・虚偽の記載ある場合には、無効とする。
・自筆原本を提出すること。
・楷書で記載すること。

上記の者の受審を認めます。

年　　月錬士

※任意

支部長承認

審査種別

会 場 名

審査施行日 平成　　　年　　　　月　　　　日

ふりがな

年

氏名

住所

府県

都道

生年月日

男

㊞

月

審査当日：満　　　才

日生

認許

昭和
年

平成
年

女

月

平成

大正

昭和

日 授与

於：（　　　　　　　　　　　　　）審査

地連・支部・団体・学校等の役員歴

入賞歴（全国規模の大会が対象）講習会受講歴

指導歴（連盟・部活動・弓道教室等の指導及び指導補助含）

年 元号

於：（　　　　　　　　　　　　　）審査

日

弓歴

年

平成
月

現在の
段　位

の部

段

昭和

年元号

年　　月

年　　月

昇段・昇格歴（年月を記入）

士

年　　月

士

段
現在の
称　号

元号

内容内容 元号

内容内容

年

年
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様式第３号 審査申込書（五段以下用） 

 

 

 

 

公益財団法人全日本弓道連盟　会長　殿 申込日 平成 年 月 日

(姓) (名)

〒 － 自宅電話／携帯電話 （ ） －

月 月

（ ）

　　　　　　　　　で弓道を始める

現在（　　　　　　　）師範に

師事している。 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

指導者等の資格（他競技の資格含）

休会の期間：事由(　　　　　　　　　　　　)の為　　　　　年　　月から　　　　　年　　月まで休会

緊急連絡先　　　（　　　）

上記の者の受審を認めます。

立番 2013.1.18

注

元号 年元号 年 月

学校責任者承認

支部長承認

高校生以下は必須

地連名

審査申込書 （級位・五段以下用）

保護者承認

昇級・昇段歴（年月を記入）

㊞

内容

年

㊞

内容

の部

Ｂ　大学生・生徒(小･中･高)

現在の
級　位

元号

日 認許

　学校名：　　　　　　　　　　　　　（ 　　年）

内容

月

級 平成

受審する
審査種別

Ａ　一般

弓歴

区分
(何れかに○印)

無指定

級
あ
段

日生

大正

平成

年 月

平成

於：（　　　　　　　　　　　　　）審査

日 認許

昭和

ふりがな

氏名

住所

㊞

年

審査当日：満　　　才

参段

女

生年月日

男
昭和

府県

都道

現在の
段　位

地連・支部・団体・学校等の役員歴

於：（　　　　　　　　　　　　　）審査

段

受付１ 受付２

　級

級

級

初段

弐段

会員ＩＤ

氏　　名

受審者連絡欄

（立射など） ※朱書きのこと

年

会長名

月

・受審者は太線枠内の事項について記載のこと。
・虚偽の記載ある場合には、無効とする。
・自筆原本を提出すること。
・楷書で記載すること。

入賞歴（全国規模の大会が対象）講習会受講歴

内容元号

昭和
年

審査施行日

審査種別

平成　　　年　　　　月　　　　日

㊞

受付３(全弓連)
会 場 名

審査名称
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様式第４号 審査結果通知書（地連会長あて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地連会長　各位

公益財団法人　全日本弓道連盟

会　長　　　　　　　　　　　

所　属 備　考 所　属 備　考

（平成　年　月　日付）　 （平成　年　月　日付）　

　　　　　八段の部　第一次審査通過者　名 　　　　　教士の部　候補者　　　名

　　　　　七段の部　候補者　　　名 　　　　　錬士の部　合格者　　　名

（平成　年　月　日付）　 （平成　年　月　日付）　

　　　　　六段の部　合格者　　　名 　　　　　八段の部　候補者　　　名

（平成　年　月　日付）　 （平成　年　月　日付）　

　    　ついては、貴地連所属の該当者には、貴台から本人にご連絡のうえ、すべて貴地連を

　    経由して諸手続をお願い申し上げます。

　    ○七段・八段及び教士の論文は、　月　日迄に本連盟宛てに書留便で提出となります。

　    ※候補者は、合格決定次第、地連会長へ通知いたします。

記

氏　　　　名 氏　　　　名

全 弓 連 発 第 - 号

平 成 年 月 日

【　　　】　　中央審査の結果について

　　　　さる、　月　日～　月　日、東京都渋谷区において施行されました標記の件、下記の

　　　とおりお知らせいたします。
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様式第５号 称号・段位決定通知（地連会長あて）

 

 

 

　　　　　　弓道連盟会長　様

　　　月　　　日、　　　　　　で行いました中央審査で貴地連所属の下記の

方が種別のとおり決定しましたのでおしらせします。貴地連より本人に御通知の上、

登録手続きのお手配を願います。錬士合格者は下記の書類を提出して下さい。

登録手続すみ次第証書など発送します。

　　　　（１） 履　歴　書　　一 通 （所定の用紙を用いる）

　　　　（２） 写　　  真　　一 枚 （縦４．０㎝×横３．０㎝）　

氏　　　　　　　　名

年　　　月　　　日

公益財団法人　全日本弓道連盟　　

称号・段位決定通知について

記

種　別 備　　　　　　　　　考

徽章番号
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様式第６号 審査報告書（本連盟会長あて）  

 

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名 円 名 円

名 円 名 円

名 円 名 円

名 円 名 円

名 円 名 円

名 円 ① 名 ② 円

円

円

円

円

公益財団法人　全日本弓道連盟

年　　　　月　　　日

審　査　報　告　書

　　　　　　　　　弓道連盟

会　長 印

公益財団法人全日本弓道連盟会長　殿

平成　　　年　　　月　　　日、　　　　　　　　　　　　　　　　　審査を　　　　　　　　　　　弓道場で施行しましたので

登録料をそえてご報告します。

審　査　委　員　名

審　査　委　員　長 審　査　委　員

審　査　委　員 　　　　〃

　　　　〃 　　　　〃

　　　　〃 　　　　〃

　　　　〃 　　　　〃

　　　　〃 　　　　〃

合　格　者　一　覧　表

級位別 受審者数 合格者数 級位別 受審者数 合格者数 級位別 受審者数 合格者数 備　　考

五　級 三　級 一　級

四　級 二　級
級　位

合　計

段位別 受審者数 審査料 合格者数 登録料 備　　考

初　段

弐　段

参　段

四　段

五　段

計

差引送金額

（注）　この報告書は二通作成し一通を全弓道連に各葉毎にまとめて上をとじてください。

登　録　料　②

割　戻　金　②×20%

級位認許証筆耕料
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7

6

5

4

3

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

2

【　　　　　の部】

1

合格者名簿

No. 証書番号
既
得 

既得 
年月日

氏　　名 生年月日 住　　　　所 摘要
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様式第７号 履歴書  
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様式第８号 認許証再交付（揮毫）申請書 

平成   年  月  日 

 

（公財）全日本弓道連盟 御中 

地連名          ㊞ 

 

認許証再交付（揮毫）申請書 

 

標記について、認許証の再交付を申請いたします。 

なお、手数料（      円）は、（   月  日）下記の方法で、送金（します・し

ました）。 

記 

※該当に○印を！ 

1．郵便振替    2．郵便為替を同封    3．現金書留 

 

№ 氏名 種別 施行日 事由 手数料 

   年 月 日  
段位 1,030 円 

称号 2,050 円 

 

＜連絡欄＞ 

 

 

 

＜全弓連使用欄＞ 

 

認許証発送日 平成  年  月  日 

 

担  当  者               ㊞ 

 

受付年月日 

 

 

承認年月日 

 

 

 

様式第 ９ 号 審査委員委嘱状（現在整理中） 

様式第１０号 審査委員誓約書（現在整理中） 
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様式第１１号　審査結果開示申請書
様式第１１－１号 日　　　　付

審査委員長殿
学校弓道部顧問／地区代表

氏　　　　　名㊞
（自署の場合押印不要）

受審段級 受審番号

※問い合わせは審査実施日を含め７日以内とし、対象は不合格者に限ります。
※本表は受審者本人の申請により作成してください。
※宛先を明記し、切手を貼った返信用封筒を同封してください。　

様式第１１－２号 日　　　　　付

学校弓道部顧問／地区代表者殿

審査委員長
氏　　　　　名㊞

受審段級 受審番号 行射得票 学科得点

※受審者への通知については、直接本人に伝達頂きますようご配慮下さい。

審査結果開示について（回答）

受審者氏名

　 平成　　年　　月　　日実施の　　　　（連合 ・ 地方）審査会において不合格となった下
記受審者について、審査結果を開示してください。

　 平成　　年　　月　　日実施の　　　　（連合 ・ 地方）審査会において不合格となった下
記受審者の行射得票及び学科得点は下記の通りです。

審査結果開示について（問い合わせ）

受審者氏名


